
釧路市
まちづくり基本構想
シンポジウム

～ つながる まち・ひと・みらい ～



まちづくり基本構想とは（位置付け）

新たなまちづくりの指針

『釧路市まちづくり基本構想』
計画期間：平成30年度～39年度
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まちづくり基本構想（義務による策定から意思による策定へ）

都市経営戦略プラン
（H24）

まち・ひと・しごと
創生総合戦略
（H27）

まちづくり基本条例（H27）

「都市経営」の視点の継承

策定根拠

平成３０年度スタート
新たなまちづくりの指針

『釧路市まちづくり基本構想』 人口減少に立ち向かう
施策の継続

市民、団体、企業など様々な主体が共有す
る地域の発展へつなげるための指針

経済、福祉、都市整備、環境、教育など分
野別における個別計画や施策の最上位とな
る指針

共 有

行政地域
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まちづくり基本構想とは（まとめ）

ポイント

① 市の最上位の指針として策定

② まちづくり基本条例に基づく初めての策定

③ 市民が主体のまちづくりを目指した策定

④ 「都市経営」の視点による初めての策定

⑤ 人口減少を見据えた策定
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策定体制

幹事会

基本構想会議

市長

部長

事務局（都市経営課基本構想担当）

幹事 幹事 幹事 幹事

副幹事長

作業部会

部会長

部会員

副部会長

幹 事 長

策定市民委員会
２０名

（学識経験者、関係団体推薦者、公募市民等）

○市民アンケート（2,946通）
○長期滞在者アンケート（51通）
○各種団体等アンケート（111通）
○企業アンケート（56通）
○中学生アンケート（51通）
○出前講座（計81人）

地域協議会（計129人）

パブリックコメント

市民参加

市政懇談会（計344人）
各種審議会等（計432人）

部会員 部会員部会員

・・・

・・・・・・

庁内組織

計１０回実施

計２０回実施

計８回実施 市議会

部長 部長 部長・・・
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策定の経過

・市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

・地
域
協
議
会
で
の
説
明

・各
種
審
議
会
で
の
説
明

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
（素
案
）

第
1

回
市
民
委
員
会

平成28年
７月

第２回

・ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

・目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り

11月

第３回

・目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り

・ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針

平成29年
２月

第４回

・重
点
戦
略

・分
野
別
施
策
（体
系
）

６月

第５回

８月

・
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
の
考
え
方

・分
野
別
施
策

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
ス
タ
ー
ト

平成３０年
４月９月

本日は素案に
基づいて説明
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釧路市の課題（人口）

人口の推移

▲２．３万人

▲０．６万人

１.３万人

（資料）国勢調査（総務省）

・消費行動の低下
・生産活動の縮小 が懸念
・「アクティブシニア」の活躍への期待

総人口は１．６万人減少

年少・生産年齢人口が減少

高齢者人口が増加
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釧路市の課題（人口）

平成17年～平成22年の性別・年齢階級別人口移動

（資料）国勢調査（総務省）

純
移
動
数

（人
）

若い世代の転出が大きい

・担い手不足の懸念

・次世代を担う若者が「働きたい」「住みたい」
「帰ってきたい」希望がかなうまちづくりが重要

ほぼ全世代で人口は流出

特に、１５～１９歳の若者が
５年以内に転出する傾向
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・消費行動が低迷
・外から稼ぐ力を強め、域外貨を獲得
・域内循環を進め、域内に財を蓄える

釧路市の課題（経済産業）

年間商品販売額と人口１人当たりの販売額（小売業）の推移

8,257 

3,034 

2,992 

1,776 

142.4

99.3

0.0

50.0

100.0

150.0

2,000

7,000

12,000

平成３年 ６年 ９年 １１年 １４年 １６年 １９年 ２６年

卸売業 小売業 人口１人当たりの販売額（小売業）

億円

億円

億円

億円

万円

万円
▲43.1万円

１人当たりの年間消費額は
平成６年から４３．１万円減少

平成６年から小売業は４０％
減少、卸売業は６３％減少

（資料）商品販売額：商業統計調査（経済産業省）
人口１人当たりの販売額：市都市経営課
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・求人数は増加
・充足率は低下傾向
（職種、求人条件、求職者のスキルなどの不一致）

釧路市の課題（経済産業）

一般求人・充足状況の推移（釧路管内）

19,952 

4,223 

21.2%

0%

10%

20%

30%

40%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

求人数 充足数 充足率

求人数は増加傾向

充足率は低下傾向

（資料）釧路公共職業安定所（平成２７年度）
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釧路市の課題（住民生活）

本市への愛着（市民アンケート結果より）

（資料）市民アンケート

・市民が主体のまちづくりを進めるため、
この潜在力を生かすことが重要

人口は減少しているが
本市への愛着は増加

29.1%

31.4%

54.2%

55.4%

13.0%

10.1%

2.5%

2.7%

1.2%

0.5%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成１８年

平成２８年

とても感じている ある程度感じている あまり感じていない

全く感じていない 無回答
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釧路市の課題（住民生活）

・自然災害に強く、しなやかなまちづくり
（ハード・ソフト両面からの取組が重要）

過去１３０年間の主な災害

過去130年では災害の種別
は地震が最も多い

地域特性として、地震や火
山など災害の種類も多い

（資料）市防災危機管理課
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釧路市の課題（財政運営）

個人市民税の推移（決算額）

・市税を中心とする自主財源の確保
・歳入に応じた歳出を目指す
（市民ニーズを把握、分析しつつ行政サービスを検討）

歳入に占める市税･地方交付税の割合
（平成27年度決算）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

釧路市 苫小牧市 帯広市

市税
21.1% 市税

33.8%

市税
26.0%

地方交付税
28.8% 地方交付税

12.8%

地方交付税
21.5%

その他
50.1%

その他
53.4%

その他
52.5%

6,923 7,118 7,095 7,150 7,232 

37,984 
39,349 39,662 40,375 

41,274 

35,000

40,000

45,000

0

3,000

6,000

9,000

H23 H24 H25 H26 H27

個人（単位：百万円） 人口一人当たり（単位：円）

1,710 1,760 
2,004 

2,163 2,071 

183,497 
206,634 

235,270 
250,616 

240,045 

150,000

250,000

350,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H23 H24 H25 H26 H27

法人（単位：百万円） 1事業所当たり（単位：円）

法人市民税の推移（決算額）

市の自主財源である
市税の割合が低い

（資料）市都市経営課 （資料）市都市経営課

（資料）市都市経営課
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目指すべきまちづくり

● 市民の誰もが健康で安全に安心して、生まれ、育ち、生きがいをもって暮らし続けられるとともに、
若者が地域の未来に希望を描き、その希望を地域一体で支え実現できるひとにやさしくあたたかいまち

● 社会情勢の変化にすばやく対応し、限られた地域の資源を柔軟かつ重点的に投資する「都市経営」の
視点に基づき、さらなる飛躍を目指すまち

● 生産都市としてこれまで培ってきた強みを十分に発揮し、たくましい産業の基盤を築き、地域の経済
を伸ばして、活力を高めていくまち

● 阿寒湖や釧路湿原をはじめとした豊かな自然環境や多様な文化、ひがし北海道の拠点としての地域の
魅力や価値をさらに高め、次世代に継承していくまち

目指すべきまちづくり

人口 経済産業

住民生活 財政運営

これらの課題に対応し、市民の満足度
を高めるための将来像として・・・

本市の課題
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目指すべきまちづくりを実現するための考え方（域内連関）

人と人のつなが
りは希薄になり
がち・・・ 例えば、災害時に

は、住民同士で助け
合うことが重要 地域内のつながりを

再認識し、構築すべ
き時

人と人のつながりは、何もないところに突然築かれるものではありません。

でも・・・

今こそ！

しかし・・・

取り巻く状況

人口減少

核家族化
様々な価値観

高齢者単身世帯の増加

ライフスタイルの多様化
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釧路市の経験（域内循環を例に）

同じ課題や目的に取り組むなど、日常的な活動の中からつながり
や信頼関係を築くことを目指します。

そこで、基本構想では・・・

１５

域内循環は、地域から
財を逃がさないという目
的に向かって行動。

地元消費者・企業などの声を商品
づくりに生かすことで、受注する地
元企業の商品や技術を向上させ、
地域の企業、技術、人材のつなが
りを強化。

地域のつながりが強ま
ることで、域内循環の
推進と外から稼ぐ力を
醸成。

外から稼いだ財を域内循環で逃さない！

①本を買う ③魚を買う

⑤売上で給料を支払う。
売上増加で給料も増加

域内循環

※ イメージ図内の業種や取り組みは一例であり、様々な可能性があることに留意が必要です。

④域外のお客様に販売する

水産加工品

地域内

観光商品
来釧消費

外から稼ぐ

紙・パルプ
製品

地域外

など釧路の強みを生かした産業、産品

⑥給料が増えた分以前よりも本を買う

②売上で給料を支払う



目指すべきまちづくりを実現するための考え方（域内連関）

この考え方を「域内連関」と名付け、
市の最上位の指針である基本構想に位置付けます。

域内連関は、持続可能な「みらい」にむけて、
「まち」「ひと」のつながりを強め、

地域の力を結集するための理念

１６

基本構想では・・・

同じ課題や目的に取り組むなど、日常的な活動の中からつながり
や信頼関係を築くことを目指します。

地域のつながりや信頼関係は一層強まり、
観光産業や地域のコミュニティ、防災、福祉など

様々な分野に大きな力を発揮



域内連関のイメージ

釧路市

釧路管内

釧路根室圏域

ひがし北海道

例 観光振興 例 子どもを育てるテーマ

域内連関

様々な主体・資源が活動・存在

地域内の様々な主体が、テーマを共有し、つながりを持って取り組む関係

病院

保育園
幼稚園

交通

自然

飲食業

広告業

特産品
小売業

団体

文化
歴史

旅行業

宿泊業
農林
水産業

学校

家庭

病院

子どもを
育てる

観光
振興

保育園
幼稚園

交通 自然

飲食業

広告業

特産品
小売業

団体

文化
歴史

旅行業

宿泊業

農林
水産業

学校

家庭

自然

農林
水産業

文化
歴史

地域

地域

【域内連関のイメージ】

テーマを共有し、共に行動

地域のつながり、信頼関係の強化

持続可能な地域社会へ

災害や社会、経済の変化に
立ち向かうための力が生まれる

【域内連関の仕組み】

１７



域内連関のイメージ

テーマを共有し、共に行動

地域のつながり、信頼関係の強化

持続可能な地域社会へ

災害や社会、経済の変化に
立ち向かうための力が生まれる

【域内連関の仕組み】 観光振興に取り組むテーマにおいては・・・

裾野の広い観光産業を実現し、
外から稼いだ財を地域で循環

観光振興により
地域経済を活性化する

様々な主体が連関するとともに、
地域資源を活用

未来を担う子どもを育てる

子どもを育てるテーマにおいては・・・

出生から自立までを見据えて、
様々な主体が連関

地域一体で担い手を育成すること
で地域への愛着も醸成

１８



まちづくり基本方針 ～目指すべきまちづくりを進める５つの視点～

基本方針１ 未来を担う子どもを育てるまちづくり

基本方針２ すべてのひとが活躍できるまちづくり

基本方針３ 地域の経済と産業が雇用を支えるまちづくり

基本方針４ 誰もが安全に安心して暮らせるまちづくり

基本方針５ 自然と都市とが調和した持続可能なまちづくり

育てる 働く 暮らす

まちづくり基本方針

市民のライフステージに着目して作成

１９



重点戦略 ～ 経済活性化を主軸とした３つの柱 ～

まちの活力を高める経済活性化戦略

域内循環

売れるモノづくり

交流人口
の拡大

地域資源の
魅力向上

企業誘致

域内の連関力強化

地域経済を担う人材育成戦略

郷土愛の
醸成

キャリア教育

専門的人材の育成

就労支援
就労自立
支援

人材の受入

アクティブシニア
の活躍

【重点戦略の概要】

経済活動を支える都市機能向上戦略

生産基盤
の整備

産業支援
体制の強化

交通ネットワーク
の充実と活用

外国人の受入
態勢の整備 駅周辺の

にぎわい創出
広域観光圏
の構築 医療など定住

機能の確保

まちづくり基本構想では、安心な地域社会の構築に取り組みつつ、今後１０年間に重点的に取り組
む政策を重点戦略として定めています。
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重点戦略 ～ なぜ経済活性化が主軸なのか ～

【重点戦略のイメージ】

２１

市民が生まれ、育ち、生きが
いを持って暮らすための基盤
となる安心な地域社会の構築

経済活性化を主軸とした
３つの重点戦略

雇用確保 所得増加

まちの活力

安心な地域社会

経済活性化の効果

好 循 環



重点戦略 ～ ３つの戦略の関係性 ～

重点戦略のポイント

①分野横断的な施策

②３つの戦略が連関

２２

重点戦略における域内連関のイメージ



分野別施策

基本方針１ 基本方針２ 基本方針３ 基本方針４ 基本方針５
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環
境
保
全
・
野
生
生
物

第
8
節

雇
用
・
労
働

第
7
節

産
業
支
援
・
企
業
誘
致

第
6
節

商
業
・
中
小
企
業

第
5
節

観
光

第
4
節

鉱
工
業

第
3
節

水
産
業

第
2
節

林
業
・
木
材
産
業

第
１
節

農
業

第
7
節

ご
み
処
理

第
6
節

公
園

第
5
節

水
道
・
下
水
道

第
4
節

住
宅

第
3
節

港
湾
・
空
港

第
2
節

道
路
・
河
川

第
1
節

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

第
２
節

行
財
政
運
営

第
１
節

市
民
協
働

まちの活力を高める経済活性化戦略

経済活動を支える都市機能向上戦略

地域経済を担う人材育成戦略

目指すべきまちづくり、基本方針に基づいて取り組む、各分野の施策展開を示しています。

目指すべきまちづくり

重点戦略

２３



結び

人口が減少するなかで、

社会や経済の変化する速度は増し、

将来を見通すことが難しい時代

市民・企業・団体・市役所など

様々な主体がまちづくりの方針を共有し、

まち・ひとのつながりによって、

持続可能なみらいを目指すため、

「釧路市まちづくり基本構想」を策定いたします。

２４

だからこそ、幅広い視点と意思をもってまちづくりを

考えることが必要です。


